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関 東 地 区 学 生 生 活 連 絡 協 議 会

1965年 に「 東 京

地区学生アルバイ

ト対策協議会」と

して発足した関東

地区学生生活連絡

協議会も本年で創

立50年を迎え、記

念式典・講演会を

平成27年11月27日

（金）に、東洋大学

白山キャンパスの井上円了ホールにて開催いたしました。

会員校教職員のみならず、これまでに生連協の業務に携わって

いただいたOB教職員の皆様方も多数ご出席いただき、100名を超

える参加者数となりました。

式典では生連協会長の内山　秀一 氏（東海大学教授・教学部長）

から開会の挨拶、小林　秀年 氏（東洋大学副学長・学生部長）から

会場校代表挨拶、そして八島　崇 氏（文部科学省高等教育局学生・

留学生課課長補佐、育英奨学専門官）から来賓挨拶を賜り、盛大

に執り行われました。

講演会は「尾木ママ」こと尾木　直樹 氏（法政大学教職課程セン

ター長・教授、教育評論家）から、「尾木ママの7つの人生力～あり

のままに今を輝かせる力～」と題して魅力ある講演を賜りました。

尾木直樹氏は、今日まで「全力で、前向きに生きて、感謝する

こと」「ありのままに、今を輝かせること」を実践し、自分に真摯

に向き合ってきたと述べられました。

さらに、「これまでの人生で経験した失敗につぐ失敗が私の人

生のとりえであり、今それ

が生きている。今があるの

も失敗のおかげ」とも述べら

れ、高校・大学受験に失敗し

たが、そのたびにベクトル

を定めることができ、今そ

れが生きていること、「おね

え言葉」での説明は、男性的・

論理的な説明より、1．5倍

伝わりやすいことが実験で

証明されていること、かつ

ては、頭で考えたことを言

葉に転換して話していたが、

今は心を動かして、心で感

じたことをそのまま音声や

文字にするなど、素のまま

の方が伝播力も強くなることについてお話しがありました。

学生に対しては、説得するよりも聞く力が大事だと述べられ、

例えば「…がつらい。」と言えば、「そう、つらいのね」と語尾を捉

えて返してあげるとよい。そして、学生からの相談に対しては、「ど

うしたの？」「一緒に考えてみようよ」と言ってあげるだけでよい。

共感して心を楽にしてあげるなど、寄り添って共に考えていくこ

とが大切だと、学生支援に役立つ貴重なお話をいただき、多様化

する学生支援業務を担当する皆様方への一助となったのではない

かと思われます。

その後の情報交換会は、眺望の素晴らしいスカイホール（東洋

大学白山キャンパス2号館16F）で催され、生連協OB教職員の皆様

のご参加もあり、旧交を温めつつ大いに盛り上がりました。

生連協は、これまでの50年を礎に、これからの50年、100年（？）

も会員校の皆様方と歩んで行く所存です。どうぞこれからもご協

力のほど、お願い申しあげます。

関東地区学生生活連絡協議会50周年記念式典・講演会開催

▼本年度会長・内山秀一氏
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第1回 三役会・留学生部会・常任委員会

日　時：�	平成27年5月22日（金）

	 新旧三役会 11：00 ～ 11：30

	 留学生部会 11：30 ～ 12：00

	 常任委員会 12：00 ～ 13：30

場　所：	東海大学 湘南校舎  

	 4号館 3階 4-2A会議室

議　題：	（1）第50回通常総会の運営について

	 （2）第49回「夏期合同研修会」について

	 （3）「留学生担当者研修会」について

	 （4）�「生連協だより（第95号）」発行

内容（案）について

	 （5）その他

第2回 常任委員会・三役会・研修WG

日　時：	平成27年7月17日（金）10：00 ～ 12：00

場　所：	東京都市大学 世田谷キャンパス 

	 1号館 4階 第一会議

議　題：	�（1）�第49回「夏期合同研修会」実施

について

	 （2）「生連協だより」について

	 （3）生連協50周年記念事業について

	 （4）その他

第3回 常任委員会・研修WG

研修ワーキンググループ会議

日　時：	平成27年9月1日（火）15：30 ～ 17：30

常任委員会

日　時：	平成27年9月2日（水）11：00 ～ 11：30

場　所：	�NASPAニューオータニ3F クレセント

議　題：	（1）�夏期合同研修会最終確認 

①部屋割り確認 

②役割分担・タイムスケジュー 

　ル確認 

③参加者配布資料確認

	 （2）［研修WG］会場確認

	 （3）生連協50周年記念事業について

	 （4）その他

第4回 三役会・常任委員会

日　時：	平成27年10月23日（金）15：00 ～ 17：00

場　所：	東海大学 湘南校舎

	 15号館 4階 第1会議室

議　題：	（1）�「50周年記念式典」の開催につ

いて

	 （2）�「第49回夏期合同研修会」アン

ケート結果報告

	 （3）�「第50回夏期合同研修会」基本

方針（案）について

	 （4）その他

第5回 三役会・常任委員会

日　時：	平成27年11月27日（金）10：00 ～ 12：00

場　所：	東洋大学 白山キャンパス

	 6号館1階 第3会議室

議　題：	（1）�関東地区学生生活連絡協議会

50周年記念式典・講演会 

［平成27年度 第3回講演会］の役

割分担について

	 （2）�50周年記念誌「生連協50年史」

について

	 （3）�平成28年度 常任委員会役割分

担について

	 （4）�平成28年度 夏期合同研修会 会

場視察について

	 （5）その他

第6回 三役会・常任委員会

日　時：	平成28年1月22日（金）15：00 ～ 17：00

場　所：	東海大学 湘南校舎

	 15号館 4階 第1会議室

議　題：（1）�「第50回夏期合同研修会」基本方

針（案）について

	 （2）�平成28年度 常任委員会役割分

担（案）について

	 （3）� 「生連協50年史」制作スケ

ジュール（案）について

	 （4）�「平成27年度 留学生担当者研修

会」について

	 （5）その他

会議日誌
常任委員会

本年度の研修は、東京大学先端科学技術研究センター准教授  

近藤武夫先生を講師に迎え「障害のある生徒・学生への合理的配

慮」（通算107回講演会）と題し、平成28年4月に施行される「障害者

差別解消法」を踏まえ、合理的配慮の考え方や具体例について解

説していただいた講演を皮切りに開催しました。

恒例の分科会は、参加希望者の多かった第2・4分科会をそれぞ

れA班・B班に分け、全部で7班の分科会を構成しました。各分科

会とも事例報告に基づき、活発な意見交換が行われました。各分

科会の討議テーマ及び議長は次のとおりです。

第1分科会：業務全般に関わる諸問題への対応（障害のある学生

への「合理的な配慮」のあり方、発達障害や心身の悩み・からだの

悩み等を含む）［議長：小西明徳（二松學舍大学）］

第2分科会：学生の生活支援に関わる諸問題への対応（奨学金、

学費免除、学生寮等）［分科会〔A〕議長：小川裕（杏林大学）、分科

会〔B〕議長：上楽一博（明星大学）］

第3分科会：学生及び学生保護者の意識の変化にともなうこれか

らの学生支援と学内連携（学内外との連携、新たな支援の概念、

危機管理等）［議長：市橋敏之（東洋大学）］

第4分科会：キャンパスマナー・ルールに関わる諸問題への対応

（宗教、ハラスメント、分煙、違法駐車、交通マナー、トラブル

（暴力・器物破損行為等）、近隣対策、インターネット（SNS）モラル、

個人情報対策、違法薬物対策等）［分科会〔A〕議長：吉田重幸（東京

都市大学）、分科会〔B〕議長：山口厚樹（神奈川大学）］

第5分科会：課外活動に関する諸問題への対応（クラブ、サーク

ル、大学祭、行事、自治会、課外教育プログラム、ボランティア

活動等）［議長：石原達朗（国際武道大学）］

この研修会も回を重ねて49回目となりました。45大学から69名

の参加があり、参加者は2泊3日の研修スケジュールを精力的に取

り組み、今後の学生支援業務に関して様々なヒントを得ることが

できたのではないかと思われます。

来年はいよいよ節目の50回です。会員校皆様の多数参加を期待

しております。

夏期合同研修会報告
▶期　日	 平成27年9月2日（水）～ 9月4日（金）
▶場　所	「NASPAニューオータニ」新潟県湯沢町
▶内　容	 �「多様化する学生支援のあり方について」

を統一テーマに開催された。

▲講演会の後、近藤武夫氏を囲み全員で記念撮影


